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2020.6.20. 東京社会人音楽協会（住田） 

楽器演奏用のハニカム型パーティション 

 

１．概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．使い方 

  ・ユニットを連続的に設置し、6角形のセルを形成する。 

  ・最前列奏者と客席との間に距離が取れる場合は奏者の背面に設置し（使用例－１）、距離が取れな 

   い場合は奏者の前面に設置する（使用例－２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      （実際の演奏は着席で行います）  

素材：アクリル板（全体、もしくは上半分） 

種類：2連、3連のように持ち運び容易なユニット数とする 

寸法：奏者の間隔を 1.2ｍとする場合、各辺は 0.69ｍ。 

   高さは約 1.25ｍで良いと思われる。 
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３．効果：楽員配置の変化（演奏可能人数の倍加） 

    検討したステージは渋谷区文化総合センター大和田「さくらホール」 客席数約 730 

 

①これまで普通に実施してきた配置（楽員 60名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②ウイズ・コロナでの新しい生活様式（楽員の間隔＞2m））（楽員 20名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ハニカム型パーティション使用での配置例（ウイズ・コロナ）（楽員 47名） 
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【参考写真】楽団での設置イメージ 

 

①15名 

 

 

②28名 

 

 

 

 


